












































 本論文は第 1章から第 8章で構成され，第 4章から第 7章部分が実証研究部分となる。 
第 4章では，遺族のニーズ測定と充足状況を把握し，支援体制や制度とのギャップについ















































































ことで，心的外傷後ストレス反応が軽減されることが明らかとなった（研究 4, 第 6章）。 
 プロセスは，司法に対する信頼とほぼ同じであり，裁判プロセスの評価が，裁判結果に対



















 上記の結論に基づき，以下 2点の提言を行った。 
 
1．被害者参加制度の維持 
2．遺族を含む身近な援助者を支える体制の充実 
 
